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セミナー・イベント 映像撮影と編集承ります
セミナー・イベント等でのビデオ撮影および編集を承ります。
写真とビデオ撮影を合わせてのご依頼も、ご相談ください。
ビデオ撮影費︓３万円～（２カメ収録可）　編集費︓３万円～

お問合せ︓http://takahirokonishi.com/contact/

お問合せ

「初めての仕事はイルカのトレーナーでしたが、ある日、三宅島でドルフィンスイムのスタッフ
募集を知りました。それまで野生のイルカを見たことがなく、思い切って応募しました」
ひとみさんは三宅島で仕事を始めました。そのまま続けていこうとしたのですが、翌年の2000年
6 月に三宅島が噴火。避難生活を余儀なくされました。

「避難中は、大阪の専門学校で講師をしました。イルカの話などするのですが過去の知識だけで
新しい情報を仕入れられないことに、講師の行き詰まりを感じていました」
2005 年に三宅島避難解除のお知らせ。イルカや波乗り、釣りと好きなことが詰まった三宅島に
ひとみさんは 2007 年戻ることにしました。

「幸いすぐに仕事を見つけられて、休日はガイドの資格を得る勉強を始めました。資格を得て、
経験を積み、mahana（マハナ）というお店を仲間と立ち上げ、仕事として三宅島ネイチャー
ガイドを始めました」
三宅島ではガイドの他にも仕事をする一方、島外の専門学校で授業を行うそうです。

「三宅島で得た情報を授業で伝えています。三宅島に学生を研修生として受け入れ、卒業後に
三宅島に移り住んでくれる子もいます。１０年後１５年後も、次の世代がネイチャーガイドを
やりたいと言ってもらえたら嬉しいです。そうなれるようにこれからも活動をしていきます」

　

三宅島の魅力を伝えていきたい

三宅島ネイチャーガイド ひとみ さん三宅島 伊豆岬

k
o
n
i
p
h
o
t
o
セ
レ
ク
ト

散ることを恐れない勇気。 # サザンカ

思記おりおり
年賀状を書かねばと思いつつ、まだ書いていません。
毎年イラストに力を入れていますが、今年は果たして
描けるかな。年賀状も毎年数が減っているそうです。
メールやＳＮＳで新年の挨拶ができるのですから、
世の流れだと思います。10 年後はもっと減っている
でしょう。20 年後はなくなっているかもしれません。
でも写真フィルムやレコードがまだあるように、年賀
状もあり続けるでしょう。あり続けて欲しいです。その
ためにも、年賀状書きます。元旦に届かなくても笑。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


